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1．決算概要
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1. 決算概要

 売上高 実績： 2,032百万円 (前年同期比 48.1 %増)

 売上総利益 実績： 537百万円 (前年同期比 28.1 %増) 

 営業利益 実績： 51百万円 (前年同期比 65.1 %減)

 バリストライドグループ社の連結が12月より開始し、トップラインの成長に寄与

 今後の成長における大きなドライバーとなる業界トップ企業への提案活動などを
重点取組活動とし、戦略的な先行投資により、一時的に利益率を圧迫

 堅調な受注環境を継続する一方で、戦略的な新規顧客開拓に注力

 高難易度かつ大型プロジェクトへの参画を目指した活動を推進
新たに採用したハイスキル人材を中心に積極的な営業活動と社内技術レベル向上を進める
新規顧客の獲得と既存顧客での継続受注を背景に順調に推移

 基幹組織の強化を推進

 積極的に採用したハイスキル人材を中心に、大型案件へのアプローチが活発化

 企業成長を支え、貢献する「営業」と「経営管理」を強化

 SHIFT ASIA、現地事業基盤の構築が進み、連結ベースでの原価低減効果に寄与

 ソフトウェアテスト管理ツール「CAT」のライセンス販売が堅調

 子会社の事業成長と関連会社間シナジー効果が顕在化、グループ成長に寄与

 「SHIFT’100」の次のステージである売上高300億円を目標に見据えたしくみ作り

 下期は、堅調な受注環境と子会社の成長で足元の売上を固めつつ、ソフトウェアテスト

のアウトソーシングが大規模に顕在化するチャンスを確実につかむため、リソースの集

中投下により、利益を一時的に圧迫

決算概要

事業概要

成長戦略
トピックス

FY
2017
2Q

FY2017 通期
業績予想

中期成長戦略「SHIFT’100」のもと、更なる事業規模拡大に備え、成長を支える企業基盤の強化と、
業界における確固たる地位の確立に向けたドラスティックな先行投資活動を推進

FY2017
事業方針
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連結損益計算書

利益率を一時的に押し下げ、これからの成長を見据えた受注案件の
選択と投資を実施
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1. 決算概要

会計期間 累計期間

単位︓百万円 FY2017 2Q FY2016 2Q 前年同期比 FY2017 上期 FY2016 上期 前年同期比

売上高 2,032 1,372 48.1% 3,396 2,512 35.2%

売上総利益 537 420 28.1% 937 761 23.1%

売上総利益率 26.5% 30.6% △4.1pt 27.6% 30.3% △2.7pt

販管費 486 273 78.0% 862 559 54.3%

営業利益 51 146 △65.1% 74 202 △63.1%

営業利益率 2.5% 10.7% △8.2pt 2.2% 8.0% △5.8pt

経常利益 60 151 △59.9% 98 206 △52.6%

税前利益 60 155 △60.9% 98 210 △53.4%

親会社株主に帰属する
四半期純利益 18 93 △80.7% 27 130 △79.2%
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四半期業績推移

順調に進む成長戦略のもと、足元業績の大幅成長より、
主要顧客開拓に注力
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単位：百万円

売上高

売上総利益

営業利益

1. 決算概要

5,511百万円

3,288百万円

2,150百万円

8,100百万円

FY2014 通期売上

FY2015 通期売上

FY2016 通期売上

FY2017 通期売上目標
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セグメント別業績推移

エンタープライズ領域は、今後の飛躍的な成長に向け受注案件を制
限し、体制とサービス強化を重点的に推進

対面市場別業績推移
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1. 決算概要

エンタープライズ

2Q状況と3Q取り組み

【2Q 状況】

・受注環境は引き続き順調を維持するも、サービス力と営業力を

強化し、新規顧客開拓に注力

⇒一時的に、業績を押し下げる結果となるが、業界主要企業との取引が

徐々に始まる

【3Q 取り組み】

●ハイスキル人材の継続採用

⇒業界ごと、顧客ごとに最適化したチームを編成

●大手事業会社への新規アカウント開拓を推進

⇒既存顧客の拡大と、新規顧客のアカウント開拓に注力

単位：百万円

0

1,000

2,000

戦略的新規顧客開拓状況

金
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エンタープライズ エンターテインメント その他
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セグメント別業績推移

エンターテインメント領域は、新規顧客の獲得と既存顧客の拡大が進
む一方で、大型案件における売上減少によりトップラインが低減

対面市場別業績推移
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エンタープライズ エンターテインメント その他

1. 決算概要

エンターテインメント

2Q状況と3Q取り組み

【2Q 状況】
・大手プラットフォーマーの受注機会拡大に備え、人材の再配置を

実施したことにより、一時的に売上げが低下

【3Q 取り組み】

● 組織の一部再編によりマーケティング機能を強化

⇒ソリューション提案グループを新しく設置、既存顧客の更なる

拡大と、新規顧客の継続的増加を狙う

● 好調なVR関連のサービス受注を更に加速させ、VRの品質保証

企業としてのブランド力強化を狙う

● リーダー教育体制を構築、優秀なテスターのレベルアップを推進

0

1,000

2,000

単位：百万円
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販管費の推移

引き続き、ハイスキル人材の積極的な採用活動を推進
FY2017上期におけるハイスキル採用人数は19名
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1. 決算概要
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エンジニア数の推移

組織規模の拡大に伴い、順調に増加
開発工程の上流からの参画推進により、正社員の割合が拡大傾向
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※ 末日時点での雇用契約が有効な人員数。
※ 登録型アルバイトの人員は含まれておりません。
※ バックオフィスの人員は含まれておりません。

パートナー エンジニア_臨時雇用 エンジニア_正社員

1. 決算概要
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連結貸借対照表

適性な財務レバレッジにより投資規模を拡大
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1. 決算概要

単位︓百万円
FY2017 2Q FY2016 2Q 前年

同期末⽐
FY2016 4Q 前期末⽐ 備考

流動資産 2,932 2,413 21.5% 2,681 9.4%

うち現⾦及び預⾦ 1,632 1,425 14.5% 1,635 △0.2%

有形固定資産 224 172 30.2% 186 20.5%

無形固定資産 891 309 187.7% 320 178.5%

投資その他 840 202 315.8% 175 379.6%

総資産 4,889 3,098 57.8% 3,363 45.4%

流動負債 1,272 862 47.5% 999 27.3%

固定負債 1,716 617 177.8% 535 220.4% 当1Q 12億の借入を実⾏

⾃⼰資本 1,771 1,557 13.7% 1,739 1.8%
⾃⼰資本⽐率
前期末 51.7％
当2Q末 36.2％

新株予約権 3 2 21.6% 1 70.3% 有償SOを当期12⽉に発⾏

非支配株主持分 125 57 118.7% 86 44.8% 子会社の業績好調による



www.shiftinc.jp

2．今期計画および足元
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2. 今期計画および足元 業績予想について

通期連結業績予想に関して、売上高、各利益ともに下方修正

13

■修正理由
 受注環境は引き続き堅調で、連結子会社も順調に拡大し、足元の成長は確保

 大規模かつ高難易度の案件を有する各業界におけるトップ企業において、ソフトウェアテストをアウト
ソーシングする有用性を認識し、徐々に営業活動の効果が出始める

 こうしたトップ企業に対する営業活動の中で、ソフトウェア開発業界において、ソフトウェアテストのアウト
ソーシングが急拡大するチャンスを認識

 当社グループは、このチャンスを確実につかむため、期初から引き続き戦略的な新規顧客活動とこれを
支えるハイスキル人員の積極的な採用に、経営資源を集中的に投下。一時的には利益が減少しても、
「面」を取るための施策を打つ。

通期

連結業績
予想

(単位：百万円) 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

前回発表予想(A) 8,498 575 603 331 23 円 04 銭

今回修正予想(B) 8,100 230 280 120 8 円 33 銭

増減額(B-A) △398 △345 △323 △211 -

増減率(%) △4.7 △60.0 △53.6 △63.7 -
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3．成長戦略の進捗
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3. 成長戦略の進捗 中期戦略サマリ

1,000億を実現するための100億を創る

グッド
サイクル

技術特化

面を取る
M＆A

Global
進出

SHIFT’
100

“エンジン強化”
⇒1,000億に耐えるエンジン基盤の創造

“フィールド拡大”
⇒1,000億を創る土壌の開拓

働く環境 “基盤システム強化”
⇒1,000億を創る受け皿の強化

グループ経営
への移行

15



引き続き、売上1,000億円を創るための成長基盤の構築に取り組む

FY2017 活動方針

16 www.shiftinc.jp

エンジン強化

業界主要企業の
顧客化に向けた

更なる利益率向上
に向けた

ハイスキル
人材採用 営業強化

品質保証
体制づくり

徹底的な業務効率化

サービスポートフォリオ
強化に向けた

子会社連携の強化、シナジー最大化

フィールド拡大 基盤システム強化

業界主要企業の
顧客化に向けた

人材強化

ベトナムを
軸に展開する

グローバル
ソーシング

更なる企業根幹の
強化に向けた

社内技術・

制度の強化

経営人材の

強化

3. 成長戦略の進捗



3. 成長戦略の進捗

目線は、次のステップへ
成長を牽引するグッドサイクルを、更に加速

17 www.shiftinc.jp

上期振り返り
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3. 成長戦略の進捗

www.shiftinc.jp

「SHIFT’100」により、ソフトウェア製品の開発からリリース後まで、
一貫した品質保証サービスの提供を実現する体制を確立

上期振り返り
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3. 成長戦略の進捗

www.shiftinc.jp

既存顧客の拡大より、ポテンシャルの大きな新規顧客の獲得に注力。
顧客層の変化が大きく顕在化し始める

上期振り返り
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3. 成長戦略の進捗

www.shiftinc.jp

今期注力領域での年商上位20社における目標獲得シェアは、およそ
6,000億円。積極的な新規開拓と拡大を進める

上期振り返り
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3. 成長戦略の進捗

www.shiftinc.jp

【SHIFT ASIA】業務における粗利率対日本比の優位性が大きく向上
グローバル展開の拠点として順調な組織成長を見せる

上期振り返り

案件ごと粗利率



22

3. 成長戦略の進捗

www.shiftinc.jp

将来へ向けた働き方改革
徹底的な業務効率化を多角的に分析、更なる粗利率の向上を推進

上期振り返り
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3. 成長戦略の進捗

www.shiftinc.jp

ダウンロード版の「CAT」提供開始が、更なるライセンス販売を加速

上期振り返り
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3. 成長戦略の進捗

www.shiftinc.jp

【SHIFT SECURITY】 大きな需要に対応すべく、順調な立ち上がり
人材配置、顧客獲得、マーケティング活動によりグループシナジー効果を発揮

上期振り返り
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3. SHIFTPLUS

www.shiftinc.jp

【SHIFT PLUS】営業力・サービス力を大幅に強化。今期の売上が順調に推移し、売
上における親会社比率が低下。更に積極的な投資を実施し独自性が高まる。

上期振り返り
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3. 成長戦略の進捗

www.shiftinc.jp

1,000億円企業へ向け、更なる企業根幹の強化を推進
従来のデリバリー部門に加え、営業・経営管理機能を強化

上期振り返り

※デリバリー：SHIFTのサービスをお客様に提供する部門



3. 成長戦略の進捗

100億円までのラストスパート
FY2017下期～FY2018上期での売上高100億円達成を目指す

FY2017下期以降の取り組み

27 www.shiftinc.jp
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3. 成長戦略の進捗

100億円の上に積み上げる1,000億円へのロードマップ
事業領域強化とM&Aシナジー加速による絶対的な競争優位性の確保

FY2017下期以降の取り組み
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この産業が日本発、世界へ行く為に

www.shiftinc.jp



本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含み
ます。

これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異
なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。
それらのリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国
内および国際的な経済状況が含まれます。

今後、新しい情報や将来の出来事等があった場合であっても、当社は本発表に含まれる「見通し情報」の更新・
修正を行う義務を負うものではありません。

株式会社ＳＨＩＦＴ
http://www.shiftinc.jp/

■お問い合わせ
ir_info@shiftinc.jp

将来見通しに関する注意事項

www.shiftinc.jp30


